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港（一部変更） 

1. 概要 
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地区において、現在、外貿 RORO 船が寄航しており、また、内貿 RORO 船の新規の利用

の要望がある。このような状況に対応するとともに、北九州港の国際競争力の強化を図るため、

バルク貨物を取扱っていた埠頭の利用形態を外内貿ユニットロード埠頭に変更する。 

また、民間企業の経営能力を活用して、港湾施設の効率的な

運営を図るべく、効率的な運営を特に促進する区域（特定埠頭）

を計画する。 

２．港湾計画の主な内容 

[公共埠頭計画<田野浦地区>] 

 外内貿ユニットロード埠頭計画 

水深９ｍ  岸壁２バース  延長４４０ｍ(RORO 船用) 

埠頭用地２ha 

[効率的な運営を特に促進する区域(特定埠頭)<田野浦地区>] 

水深９ｍ  岸壁２バース  延長４４０ｍ(RORO 船用) 

埠頭用地２ha 交通機能用地（臨港鉄道）１ha 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【港湾管理者連絡先】 

北九州市港湾空港局整備部計画課  牛島
うしじま

、中原
なかはら

TEL : 093-321-5967、FAX : 093-321-5915 

既定計画

今回計画

[公共埠頭計画] 

水深９ｍ 岸壁３バース 延長５１０ｍ

[公共埠頭計画] 

外内貿ユニットロード埠頭計画 

水深９ｍ 岸壁２バース 延長４４０ｍ

[効率的な運営を特に促進する区域]



 

田野浦地区 

：今回変更箇所 


